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　　　　　アメリカ合衆国における

ハンガリー系エスニヅク集団の形成と
　　　　　　　コシュート像建設運動

山　本　明　代

序　論

　ハンガリーにおいて、農村からの人目流出が顕著になり、移民が社会的問題として浮上し

たのは1890年代のことである。移民の多くは急速な工業発展により雇用が見込まれたアメ

リカ合衆圏へと陶かったd｝。当時より、ハンガリーでは、経済学者による移民の人口統計上

の影響や移民原因の分析が行われる一方、学者や新聞記者を派遣して、合衆国における移民

の居住地、職場、教会、根簾扶助組織、各種文化冠1体活動の調査が行われた。これらの文献

では、ニューヨークと並んでオハイオ州クリーヴランドが注目すべき都市として挙げられて

いる〔2｝。世紀転換期のクリーヴランドには、ハンガリー王国から来た数多くの移民が住んで

いた。彼らの移民時期、移民原因、心身、階層、宗教、主として話す欝語は多様だった。

　ハンガリー3三国田身者はアメリカ合衆岡への移住後、単一のエスニック集団6｝ではなく、

複数のエスニック集団へと分岐した。従来のハンガリーにおける研究は、この原因を本源的

な「民族性」、欝語、文化の相違として捉え、各エスニック下戸は当初から異なる集綱であ

ることを前提として移民史を構成してきた㈲。しかし、ソラーズがアメリカのエスニック集

団は移民後に新たに創造された集団であると指摘しているように〔5｝、ハンガリー王国からの

移民が複数の集國へと分岐した原圏は、移民の中に元々内包されていたのではなく、倉衆国

においてエスニック暗唱が新たに編成される過程の中で生み出されたのではないか。

　移民集圃の編成過程を分析するにあたって、まずその編成原理を解明する手掛かりとなる

移民剰i弼の文化、価値システムに関する従来の議論を確認したい。プシュカーシュは、移民

諸団体の社会的活動を今宿付けていた価値システムは、新たな異郷においてより自由な接近

が可能になった農民、工業労働者、中産階級という三つの異なる社会集翔の混合物であると

指摘している。そして、アメリカの形式にそれを当てはめることによってホスト匡1の社会的

規範への適応が図られたと論じている｛6｝。しかし、プシュカーシュが指摘したように、ホス

ト匡1と移渓集団の文化、価値システムは常に固定的な関係にあるとは眼らない。

　旧世界の文化の継承と変容をより動的なものとして捉えたのは、フェイェーシュである。

フェイェーシュは、移民第1世代のアイデンティティはアメリカの環境と、移植・継承され

たハンガリー的な価催システムとの動的な関係によって形成されたと諭じている〔η。フェ

イェーシュはホスト国と移民集団の文化に関しても同様に二項対立的な関係を想定し、2世

代を通して移民集団の文化がホスト圏の文化によって変容〈（acculturatめ1｝＞＞されていく過程

を分析した。しかし、ソラーズが指摘したように、エスニック手綱が倉衆岡で新たに創出さ

れた集団であるとしたら、その文化はホスト国の文化、価値システムとの二項対立的な関係
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の中にではなく、移民の故郷、出身国、ホスト国とその居住地という移民を取り巻く様々な

関係性の中に存在しているのではないか。

　アメリカ合衆濁の各移民集団の祝典を分析したポドナー一は、エスニック集団の記憶の形成

には集団内外の利害の関与と調整が不可欠であると指摘した。そして、経済的、政治的H的

のための祝典であっても、集綱のr原初的愛着」の追求と解釈なしに人々を動員することは不

可能であると指摘し、移民集団の文化が関係性の紅rlで創出されていく過程を明らかにしだ81。

ボドナーの隣究が示唆しているように、移民集繊の祝典は、その集鋼の文化、価値システム

の自己表象の場である。したがって、祝典が形作られる過程とそこにおいて表現される言

説、象徴は、通常では捉えがたいエスニック集団の結合原理やその編成過程を可視的に呈示

し、それらを解明する禽平な手掛かりとなるであろう。

　その一例として、ハンガリー王国から多数移民したクリーヴランドにおいて1902年9月

に開催されたコシュート像の除幕式を挙げることが出来よう。コシュート・ラヨシュ｛9｝は、

ハプスブルク支配下においてオーストリアからの独立を試みた1848年革命の指導者である。

コシュートは革命戦争敗北後、1896年に亡命先で死亡したが、ハンガリーの首都ブダペス

トにおいて大規模な葬儀が催され、コシュートがハンガリー国民のアイデンティティの象徴

であることが示された㈲。同時期、クリーヴランドのハンガリー王国からの移民居住区にお

いては、各エスニック集団の形成が進行していた。世紀転換麹：後に行われたコシュート像建

設運動とその祝典を分析することは、墨国からの移民の分岐とその過程を解明する手掛かり

となるだろう。この記念碑建設運動において、コシュートはどのような象徴として現われ、

ハンガリー系エスニヅク集団はコシュートを通してどのような存蕉として自己表象したの

か。コシュート像建設運動を通して映し出されたハンガリー系エスニック集団の形成過程を

考察することによって、移民集団の編成のあり方を明らかにしたい。また、これをもって移

民集団とホスト国との関係形成について一つの類型を提示したい。

1．クリーヴランドへのハンガリー王国からの移民

（1）19特牛クリーヴランドと東欧移民

　19世紀半ばから20世紀初頭にかけて、オハイオ州クリーヴランドは急速な工業化と都市

化を遂げた。まず初めに玉9世紀のクリーヴランドを概観し、東欧地域からの多様な移民の

到来とその居住地、彼らの社会的結合関係について考察したい。

　クリーヴランドは18世紀末に市が創設され、創成期の住民は主としてニュー・イングラ

ンドから移住した清教徒であった。運河開通を契機として商業今市として台頭し、1860年

代には商業から工業の中心地へと移行した（貝1。1870年代以降、急激な工業発展が起こり都市

化が進展した背畏には、工業原料と生産物を運搬する輸送手段の発達、商取引を基盤とする

金融業の発展、そして東欧・爾欧からの移民が安価で豊富な労働力を提供したことが挙げら

れる。クリーヴランドがデトロイト、ピッツバーグ等他の工業都市と異なっていた0）は、璽

工業以外にも多様な加工業が行われ、多くの熟練職人が雇用されていた点であるq2｝。1880年

までにクリーヴランドは、国内有数の鉄の鋳造、ロール鉄の生産地となった働。

　工業発展に伴うクリーヴランドの都毒化は1870年代に開始され、周辺地域を併合し、市
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域を東方へと拡大した。加えて工業発展に導かれた労働力需要の増大により、市の人1コは

1870年の92，829人から1900年の38L768人へと30年間に41倍になり、他方労働力人にiは約

5倍に増加した。1870年には市の人「＝1の4L8％が外撚1生まれとなり、その多くがアイルラ

ンド、ドイツ、ボヘミア上州からの移民であった。その後、スカンジナヴィア諸国からの

移民が続き、1880年代には東欧・幽欧からの集団移民の流入が開始された。1890年には外

1二1三【生まれ人i二1は総入口の37％になり、1910年には東欧・幽欧からの移民が外匡1生まれ人口

の57％を占めていた胸。

　東欧地域からの移民の到来に先駆けて、1830年代には独立革命以前にドイツから健脚し

た移民の子孫がクリーヴランドに流入していた〔15｝。1850年代にはドイツ、ボヘミア諸州、ハ

ンガリーから1848年革命の亡命者が家族を伴って到着した。その後1870年代までに、ボヘ

ミア鋳鋼とハンガリー1モ1三国からの空としてドイツ語を話す人々、「ユダヤ系」曲熟練職人、

「ユダヤ系」商人が訪れたd7｝。19匿紀初頭のヨーロッパにおける交通手段の発達は、大量生

産の安価な工業製品を農二上へともたらし、小都市の熟練職と農村で家計補填手段として営ま

れていた手工業の衰退を招いたd8｝。それに伴い、オーストリア下縫とハンガリー三／掴内の熟

練職人とその品物を商う商入は、当時の生産形態が熟練労働者に依拠していたアメリカ合衆

岡へと向かった。彼らも多くが家族を［司劃し、当初から永住を口的とし、短期の非熟練労働

の後、熟練職に就くか三業に着手した。

　1870年代以降、刺炊地域からの集団移民が到着した。先行したのは、自鴬農民になる機

会を求めてネブラスカ、アイオワ、ウィスコンシン各州へと陶かっていたボヘミア黒蝿と分

割された旧ポーランド地域からの移民だった。移動の途上、彼らはクリーヴランドに立ち寄

り、やがて定往の地として選択した㈱。当初彼らは農場か採石場にて職を得たが、市爾部の

ブロードウェイ地区が工業地帯として発達を開始すると、工場周辺地域へと居住地を移した。

ここで注目すべき寮は、彼らがその居住区を共有していた点である。そこから、チェコ系、

ポーランド系移民集団が各々集住する通りが出現したのは1880年代以降のことである⑳。

　ハンガリー里國からの集団移民は1870年代末から到着した。集腰移民は、ボヘミア予州

や1｝三iポーランド地域からの移民情報の伝播に伴い、ハンガリー北東部から開始された〔2D。こ

の地域には、宝としてスロヴァキア語を話す人々が多数を占め、室としてドイツ語、マ

ジャール語を話す人々が存在した。宗派では、ロ「マ・カトリック教会、カルヴァン派教会

教徒以外にも、東方帰一教会〔22｝、ユダヤ教会教徒が混戦していた。蛍としてスロヴァキア語

を話す人々は、帰騨した「ユダヤ系」熟練職制、商人、蛍としてドイヅを話す人々から情報

を得て、アメリカへ向かった。

　ここで、クリーヴランドに到着したハンガリー王園からの初期の集団移民とその居住地を

各移民集団の研究文献から兇てみよう。スロヴァキア系移民集団に関する文献によると、最

初の移民は1874年に単身で訪れている。次にボヘミア王難出身の仕事弱ド旋人からクリーヴ

ランドへの移民を助言された者が、1880年に家族を伴って到着した〔23｝。初期の集団移民はボ

ヘミア諸州からの移民や「ユダヤ系」移民が既に集住していたヘイ・マーケット地区に裾を

定めた。

　次に、ハンガリー系移民集団に関する文献によると、1870年代末アバウイートルナ県から

集剛移民が到着した。家族同伴者はボヘミア諸州からの移民が集住していた地区に家を借
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〈図1＞ハンガリー王国から海外への移民の地理的分布
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り、単身者は家族を呼び寄せるまでその家に寄宿した。他の一家は前述したヘイ・マーケヅ

ト付近に居を定めた。同じくアバウイートルナ県出身のある青年は1880年に一旦帰国し、共

に移民するよう父親を説得した。父親は隣村に赴き、クリーヴランド在住者の住所を尋ね

た。彼らは家族を伴って移民し、住居が見つかるまで隣村出身の移民宅に寄宿した㈹。

　これら初期の移民には、同郷の人々の間にある情報ネットワークや社会的結含関係のあり

方の一例を見ることが出来る。この結びつきは、親族を核として、同村や同郷の範囲に及

び、移民先での出迎え、当座の住まいの確保、仕事の紹介など異郷における困難な生活を相

亙に支援する包括的な生活共同体であった。このように、移民先での職業や居住地の選択

は、出身地における移民情報の伝播と同様に親族や嗣郷の人々の問で行われていた。この初

期の移民に見られた同郷者の結合関係に対して、次節で述べる居住区の形成は、菓欧地域内

の他の地方出身者との遭遇の機会をもたすと共に、より多元的な社会的結合関係を生み、移

民集団のネットワーク形成の端緒をなすものであった。

（2）移民とその生活遣界

　クリーヴランドは、中央部を流れるカイヤホーが川を起点として東西にイースト・サイド

とウエスト・サイドが広がっている。ハンガリー王国からの移民は、この．両サイドに居住拠

点を有していたく図2＞。

　1880年代、ハンガリー王国からの集団移民の増加に伴い、イースト・サイドの中心部で
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〈図2＞クリーヴランドの各移民二二の属住区（1880－1920）
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　　　が作成。

あるヘイ・マーケヅト付近、エリー湖東岸に居住していた初期の移民は、岡サイド爾東部へ

と移動した。その地区は畑焼模な製鉄・鋳造工場が建ち並ぶ一大工業地帯となり、集団移民

を非熟練労働者として大量に雇用した。1881年に設立されたエーベルハルト製造会社では、

ボヘミア諸州出身の鋳造部門監督の下、ハンガリー三購1からの移民が多数働いていだ251。集

園移民の大半が居を定めたバカイ・ロード地区は、ハンガリーヨ鑛1からの移民が、ボヘミア

三州からの移民と共有する居住区であった⑳。そして、その周辺には、工場で働く住民陶け

の悔店、診療所、外貨交換・送金、船切符を手配する代理店等が立ち並んだ。これらの大半

は、蓄財をし、事業を始めた初期の移民やその子弟によって経営されていた⑳。

　集隅移民は、負債精算、家の改築、土地購入等の蓄財を目的とし、多くが単身で訪れた。

数年での帰国を予定していたため、より良い雇用条件を求めて頻繁に移動を行った。移民

は、まず親族や同郷の知入を寄宿先として頼ったが、そのような手だてがない者は通じる言

語いかんによって他の東欧移民と岡じ宿払に宿を求めた。初期に白白したハンガリー王国か

らの移民の中には、旧ポーランド地域、ボヘミア諸州出身、あるいはドイツ系移民によって

経営されていた欝舎に宿を探した者もいた㈹。

　他方ウエスト・サイド側には、1870年代までに到着したハンガリー王圏からの熟練職人

が、ドイツ、ボヘミア諸州からの熟練下天者と共に厨住していた（29）。ウエスト・サイドには、

アバウイートルナ県出身で後に商工会議所の会員となったクンツの工場があった。クンツは

小規模な作業場から始め、工場の規模拡大に伴い出身村や近隣から熟練職人を呼び寄せた（3。｝。

ウエスト・サイドには、イースト・サイドに見られたような三岡からの移民が集住した通り

ゃ地区は形成されなかっだ3D。
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　両サイドのハンガリー王国からの移民は、ほとんど相互交流もないままに各々の生活圏に

居住していた（32）。両者は、熟練労働者、非熟練労働者という当該時における職種の相違以外

にも、移民前にも熟練職人、小農、農業労働者という異なった社会階層に属し、生活様式や

価値観も異なっていた。その上、異なるルートによりクリーヴランドに到着し、各々の職場

門辺に居住していたため、相互の交流は生じなかった。初期の段階において、ハンガリー王

国からの移民の居住区における七会四四舎関係は、言語や「民族」を単位としたものではな

く、同郷の人々の繋がりと移民後の生活の共蒋によって形成されていた。しかし、この関係

はより良い生活や雇用条件を選択し、移民によって社会的上昇を目指す人々の政治の場でも

あり、階層間の対立も内胞されていた。やがて移民が増加し、教会、相互扶助組織、文化団

体活動が形作られていく過程において初めて、特定の言語や文化を掲げる諸集団が次第に明

確な輪郭を持って出現したのである。

2．ハンガリー系エスニック集団の形成

G）教会、相互扶助組織、文化団体活動

　移民は、生活上の困難に際しての相互支援、職場以外の人的関係の形成、信仰活動の維持

を目的として、相互扶助組織、文化団体、信徒団を結成した。本節ではこれらの紺織が基盤

となり、ハンガリー系エズニック集隅が形成されていく過程を考察したい。

　クリーヴランドにおけるハンガリー王顯からの移民初の組織は、玉863年に「ユダヤ系」の

人々により創設されたハンガリー人援助協会である。この協会は王国からの移民の交流を深

め、後続の移民を支援する醸的で結成された。初期の会員の多くは、次第に事業家としての

地盤を築き、それに伴い協会の名称も王881年にはハンガリー一人慈善・社交協会へと変わっ

た⑬。

　ハンガリー王国からの集団移民による最初の相互扶助組織は、1886年のバッチャー二・ラ

ヨシユ伯爵協会である。親類縁者のいない移民男性の死亡により相互扶助組織の必要性が痛

感され、病気の際の援助金、葬儀費用の支援を目的としてこの協会が結成された駒。この組

織は職場、宗教組織からは独立して運営され、その後、同種のズリニィ・ミクローシュ疾病

協会、コシュート・ラヨシュ協会が結成された。

　ハンガリー王国からの移民の問には、移民を多数輩幽した地域の宗派の多様性を反映し

て、クリーヴランドにおいても多様な宗派の信徒団が誕生した。1850年代以降に到着した

ハンガリー王国からのユダヤ教徒は、ドイツ系ユダヤ教会に合流せず、1866年目独自の信

徒団を結成した65｝。この儒徒団はハンガリー系信徒団であることを自他共に認めていたが、

その僧徒団の議事録や信徒団に併設された学校においてはマジャール語ではなく、ドイツ語

か英語が使用されていた。しかし、玉900年代初頭までに「ハンガリー文化」やマジャール

語を保持、表象する集団へと変質していた㈹。

　東方帰一一教会の活動においても同様の傾向が見られた。1891年に東方帰一教会信徒18家族

が疾病扶助協会を結成した後、ハンガリーから神父が呼ばれ、3年後に門徒団が正式に設立

された。この教会の主たる成員はハンガリー王国において「ルテニア人」⑳と称されていた

が、信徒団の若者サークルでは次第に「ハンガリー文化」の表現、維持が義務となった㈹。
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　さらに、ハンガリー系信徒団の具体的な形成過程をローマ・カトリック教会償徒【謝に見る

ことが｛：ill来る。1888年、イース1・・サイドにおいて、≡・｝ことしてスロヴァキア語を話す多数

派と説としてマジャールll吾を話す少数派により信徒団が結成され、間もなく教会堂も建設さ

れた。礼拝は両方の轡形で行われていたが、ある相互扶助組織の旗の奉納式をスロヴァキア

語で行ったことから紛争が持ち上がり、教会は瓢つに分裂した。その後閲もなく別の神父が

呼ばれ、ハンガリー系信徒団の教会堂が建設された〔39｝。このようにして、当初三i三国からの移

民が形成した単一の信徒1測は分裂し、ハンガリー系とスロヴァキア系の二つの信徒団が結成

された。信徒の多くが多霧語地域ハンガリー北東都出身者であり、移民の教会では教義自体

よりも故郷と間様の礼拝形式が重要視されていたことを考慮すると、彼らがどちらの門徒団

に所属したかは、必ずしも主として話す欝語に拠っていた訳ではない。理解可能な言語と礼

拝形式、そして第1章で考察した移民居住区における社会的結合関係に準じて選択がなされ

たものと見るべきであろう。

　次にプロテスタント教会イ蕎徒団であるが、クリーヴランドのハンガリー系信徒団はアメリ

カ合衆国において初めて、1890年に結成された㈲。結成にはドイツ系カルヴァン派教会の支

援を受け、公会議の決定に棊づき本国から牧師が呼ばれた。その牧師は、当初ウエスト・サ

イドにおいて教会堂建設を試みたが儒徒の賛同を得られず、イースト・サイドに移り、1894

年に教会堂を完成させた（41｝。カルヴァン派教会はハンガリー三E国においても、ハプスブルク

家のローマ・カトリック教会に対抗して、ハンガリー顯民としての意識を促す場を形作って

いたが、アメリカ合衆国の移民コミュニティにおいても同様の役劉を果たした。

　各宗派の信徒団は教会堂建設を目的として結成ざれたが、その本来の目的を遂げると、信

徒圃が母体となり相互扶助組織、諸文化団体へと発展した。皆野団から派生した組織以外に

も、非宗教的な合喝団、読書、演劇、運動クラブ等様々なサークルが誕生した。189玉年に

は若者協会と演劇協会が結成された。この若者協会は、イースト・サイドのハンガリーヨ三国

からの移民屠住区において、1848年革命を記念する祝典を主催し、ハンガリー系移民集団

の文化活動において中心役割を果たした。演劇協会は合唱団と共に、ハンガリー系諸団体の

集会の席上、玉848年革命劇を上演し、ハンガリー園歌やフォークソングを合唱した1421。ハン

ガリー王岡からの移民は、これらの協会や集会においてハンガリー各地方のフォークソング

を歌い、修得し、各自が元来個瑚に窟していた地域ことの多様な民俗的慣留を「ハンガリー

文化」として受容し、それを自らのものと認識する感性を育んだのである。

　ここで、文化四体活動の場と各宗派の教会堂所在地を確認すると、玉890年代以降ハンガ

リー系移民集団の拠点が熟練労働者が多数を占めていたウエスト・サイドではなく、非熟練

労働者が増加したイースト・サイド測において形作られつつあることがわかる。イースト・

サイドには、初期に移民し、社会的上昇を遂げた商店主や事業主が、ハンガリー系移民諸団

体のリーダーとしての役割を担っていた。移民コミュニティのリーダーに関しては、第3章

で考察したい。

　教会、相互扶助組織、文化団体は、移民を男性、女性、若者別に組織し、従来の親族や地

縁的結びつきとは切れた別の社会的関係を形成した。さらに文化活動を通して各劇が移民前

に有していた地域ことの多様な民俗的慣｛習を「ハンガリー文化」へと鐙換し、加入した人々

の生活上の必要性、故郷へのノスタルジー、1馴貫の継続といった素朴で即物的な加入の動機
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を越えて、ハンガリー王国からの移民を特定の言語や文化を掲げる集団へと結集させること

になった。そして、第1章で述べたように同郷の人々の繋がりと移民後の生活の共有によっ

て形作られた人的関係と社会階層ことの生活圏に居住していた人々をハンガリー系エスニッ

ク集団の成員へと組織化した。このようなハンガリー系エスニック集団の形成過程は、次節

以下で論じるコシュート像建設運動を通してより奨体的に見ることができる。

（2）コシコ．一卜像建設運動

　クリーヴランドのコシュート像建設運動に先行して、1894年のコシュートの死と前後す

る時期に、ニューヨークにおいて同種の運動が行われた。運動を担ったのは、ハンガリーの

1848年革命の亡命者や初期に移民し、すでに中産階級を形成していた人々であった。しか

し、彼らはこの運動を集隙移民や他の都市のハンガリー系諸団体へと拡大することも、市の

政治り一ダーや住民の関心を獲得することもできず、像建設運動は失敗に終わった働。

　クリーヴランドにおけるコシュート像建設運動は、ニューヨークにおける運動とは異な

り、合衆国全土のハンガリー系諸団体や集団移民に運動を広めると共に、ハンガリー本国に

も働きかけを行い、同時にクリーヴランド市の政治リーダーとも連動して展開された。

　コシュートは、1848年革命戦争の敗北後、亡命し、185i年から翌年にかけてハンガリー

独立運動への支援を求め、アメリカ合衆国を訪附していた。民主党内部の「ヤング・アメリ

カ」派が、翌年の国政選挙に向けて、従来の孤立主義からヨーロッパの共和主義者との連携

へと外交政策の転換を訴えており、コシュートのアメリかツァー全体を通して支持母体と

なった⑯。コシュートは合衆国の17州と多くの都市を訪れ、「自由の擁護者」として、ニュー

ヨークを中心に熱狂的な歓迎を受けた〔45）。クリーヴランドには1852年1月から2月にかけ

て5日間滞在し、市が開催した歓迎祝典では大衆的規模の人気を博した醐。

　コシュートの訪米の瞬的は、アメリカ合衆国政府と世論に、イギリスと結束して、オース

トリア・ハンガリー帝国へのロシアの干渉を防ぐようアメリカ合衆国の外交政策の転換を訴

え、ハンガリー独立運動への資金援助を求めることにあった。しかし、合衆国政府は、爾北

戦争繭夜の複雑な国内情勢下、コシュートを国賓として歓迎はしたが、員体的な支援を約束

することはなかった。さらに、コシュートの訪米は奴隷制廃止論者から大きな期待を持たれ

ていたが、コシュートは合衆麟の内政問題であるとして、奴隷綱度に関するコメントを避け

た。そのため、奴隷制廃止論者からの激しい抗議と批判を受けたコシュー1・は失意のうちに

合衆国を去っていた働。

　約半世紀後、クリーヴランドにおいてコシュート像建設運動の発端となったのは、国防退

役軍人会の1901年7月例会であった（481。その会は、1848年ハンガリー独立革命の亡命者が

中心となり、1890年代に結成されていた。例会の席上、コシュートの生誕100周年と訪米50

贋1年を祝い、クリーヴランド滞在を記念するプレートの設置が提案されだ細。しかし、資金

上の問題0）ため、クリーヴランドの主要ハンガリー系諸団体に呼びかけ、8月末、第一回共

同集会が開催された。会場には、【一一退役軍人会と前節で述べた初期に結成されたハンガ

リー系社交団体の代表が集平し、クリーヴランドにおいて初のハンガリー系諸団体を統含す

るハンガリー入団体連合委員会が結成された。選出された会長が記念碑建設の提案を行う

が、決定には至らず、1848年革命誕念日である10月6日と3月玉5β6〔｝｝に資金集めの祝典
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を開催することだけが決定された。

　璽0月の祝典においてコシュート像建設が決定された。その提案を率先したのは、ハンガ

リー王睡眠陽者ではなく、来賓の市の選挙委員であるドイツ系弁護士ポルナーであった。そ

の弁護士は、クリーヴランドのアメリカ人のサークルにおいて既に話題に上っていることを

示唆し、記念碑の建設は「ハンガリー人の名誉に関わることである」と述べた。それを契機

として、コシュート像建設が決定されだ5D。

　像建設運動の組織化は甘心組織の再編とマジャーづレ語新聞等のメディアを介して行われ

た。団体連合委員会はコシュート像建設委賛会へと再編、拡大され、大委員会、三綱委員

会、実行委員会が設置された。大委員会には、医者、弁護士、繭節で述べたクリーヴランド

若者協会の初代会長、マジャール語新聞の発行人等ハンガリー系中産階級が選出され、像建

設運動を総括する役割を担った。顧問委員会にはクリーヴランドの政財界で活躍し、名士層

に加わる事業家、商工会議所の会員、弁護士を選び、委員会に権威を与えると共に、市の政

治リーダーとの仲介、スポンサーとしての時勢を求めた。そして、教会、文化団体濡動の

リーダーであるカルヴァン派牧師、クリーヴランド若者協会、演劇協会の会長を実行委員と

した。このようにして、委員会の再編は、コシュート像建設運動を通して階層も属住区も異

なるハンガリー王園からの移民が有機的に編成されていく過程を示していた。像建設運動と

市の政治リーダー、市政との関連性については第3章で分析したい。

　コシュート像の資金調達は、運動を撫うハンガリー系諸団体や個人からの寄付以外に、マ

ジャール語新聞とパンフレヅトを介して進められた。マジャール語新聞「臼由」紙の編集長

コハー二は、当初像建設運動の方針を批判し、独唱の募金活動を開始した。コハー二は、資

産家からの寄付ではなく、工場や炭鉱労働者の貴重な浄財によりコシュート像を建設し、ハ

ンガリー系移民の分断ではなく、相互理解の印とすることの重要性を訴えた。新聞には合衆

国金上から数セント単位の募金が寄せられ、コハー二も募金者の名前を詳細に報じることに

よって応えた。コハー二の活動は、教会、相互扶助組織、文化団体活動の諸団体を基盤とす

る像建設委員会の方針では擦り抜けてしまう集団移民や諸団体の活動に加わらない人々に募

金活動を浸透させた。そして、集団移民の少額の募金に大きな価値を与え、像建設運動への

参加を促したことは、運動の拡大と浸透に大きな役翻を果たした。

　さらに、コハー二は募金と共に送付された手紙の抜粋を新聞紙上において紹介し寄付を効

果的に呼びかけた。これらはコハー二によって弁別的に掲載されたものではあるが、集団移

民のコシュート観や運動への参力llの意義を読みとることが繊来る。ある男性は、「我々貧しい

移民がハンガリーの首都に先んじて、永遠に残るコシュートの記念碑を建てることが出来た

ら（52りと記し、像建設運動への参加は「ハンガリー人の証明」であると表明している。募金を

寄せた集団移民は、運動の一方的な受信者ではなく、コシュートを介してハンガリー睡隊と

繋がり、その歴史と文化を共有する栄光ある「ハンガリー人」であることを表明する機会と

見なした。そして、自ら職場や親族の間で募金を集め、新聞へ投稿をすることによって、運

動の発信者としての役翻を担った。コハ一この活動は、後に像建設委員会と合流し、ニュー

ヨークにおける運動では纈みられなかった集団移民を運動へと組み込むことに成功した。

　像建設聯弾会はこの運動を合衆国内に留めず、ハンガリー本岡にも働きかけを行った。運

動の核となるコシュート像は、新たにアメリカで製作されたのではなく、ハンガリーのナジ
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サロンタ（現ルーマニアのSalonta）の像の型から鋳造され、運搬された。実行委員のカル

ヴァン派牧師がこの伸介をデブレツェンのカルヴァン派司教に求め、ハンガリーでは独立・

48年忌党員が像の搬送を見守った。さらに、委員会はハンガリー全県に回覧書簡を送付し、

各県の歴史的に有名なま：地から一袋の上を送るよう求めた、トランシルヴァニア地方の2県

を除く全ての県から、1848年革命の戦場の土やハンガリー国民史にその名を記す土地の土

が届けられた。各県の知事、副知事からは公式書簡も届いた。その内の一つは、この土が意

味するものを示唆している。「コシュートのブロンズ像の下で、自幽を愛する二つの国民ハ

ンガリー人とアメリカ人の廠で塑化された土が混ざりますように｛53り。別の1848年革命の戦

場となった県からは「この土は、ここから遠く引き裂かれた岡三の心へと結びつける留め金

になりますように〔5舛という二葉が寄せられた。像建設委員会は、ハンガリーからコシュー

ト像と土を取り寄せることによって、王顯からの移民をハンガリー系エスニック集団として

結集する運動の源泉を、ハンガリー国民の歴史と神話的記憶に求めた。そして、コシュート

が指導した革命とコシュートへの崇拝をハンガリー三E国の人々と共有するものとして認識さ

せ、ハンガリーとの繋がりを確認させることを意図した。

　像建設へ向けた具体的な作業も進行した。クリーヴランド市の公共事業局長との会談によ

り、像の設置場所には市の中心地パブリック広場が選定された65）。像の運搬と免税措置が毒

当局、下院議員、アメリカの船会社の協力の下、遂行されることになった。さらに、イタリ

ア領事とドイツ系団体が運動への参加を表明した。これらのことは、後に市を挙げて盛大に

祝われた除幕式のあり方が運動の過程において既に形作られつつあることを示していた。

　コシュート像建設運動は、教会、相互扶助組織、文化団体活動の組織、職場、新聞などを

媒介にして、移民の時期、出身地、宗教、職業、山住二等が異なるハンガリー王国からの移

民を組織化した。像建設運動は、進行しつつあるハンガリー系エスニック集団の形成過程を

可視的なものとして示していた。

（3）運動への抗議

　1902年7月下旬、スラヴ系代表団がジョンソン市長〔56｝を訪問し、パブリック広場へのコ

シュート像設置に対して抗議活動を行っだ5ア｝。その中心となったのは、ローーマ・カトリック

教会のスロヴァキア系、チェコ系主任司祭であり、次のような抗議を表明した。rコシュー

トはスラヴ系の血を引きながらその人種を裏切り、「マジャール人』貴族となり、遂にハン

ガリーの独裁者となった。コシュートは無慈悲にも『マジャール人』と同等の権利を要求し

た多くのスラヴ系の人々を処刑した（58）。」さらに、クリーヴランドにはハンガリー系に比し

て5倍のスラヴ系住民が居住していることを付言した。

　続いて、ジョンソン市長の下には、スラヴ三山団体から抗議文書が届いた〔59｝。あるスラヴ

高州体は、「マジャール人」が「ハンガリー人」という虚偽の名の下に祝典開催を意図して

いると批判し、アメリカ舎衆麟においてrハンガリー人」の名称は「マジャール人」のみが

専有すべきでないと指摘した。

　これらの抗議に危機感を抱いた像建設委員会は急遽、集会を開いた働。その会に出席した

ジョンソン市長は、像の設置場所を市の中心部パブリック広場から、人口増加と共に発展を

続けている市の東部への変更を提案した。最終的な決定は市議会に委ねられ、後日パブリッ
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ク広場への設甘認許薄は否認された㈲。

　スラヴ系諸団体の抗議活動によって、コシュート像はメイン・ストリートに面する市郊外

の緑地帯に設躍されることになった｛621。50年前の訪米時、コシュートはr自由の擁護者」と

して熱狂的に歓迎された。そのため、スラヴ系諸団体が訴えた抑圧者、独裁者としてのコ

シュートのイメージはクリーヴランド市民に衝撃をもって受け止められた。しかし、コ

シュートへの評価を巡る議論が加熱したり、訪米当時の奴隷解放諭者からの批判が想起され

たりすることを避けるため、スラヴ系四団体が反対していたパブリック広場から二丁置場所

が変蔓されたのである。そして、伸裁に立った市長はこの変更に将来の住民の中心地となる

市の東方という．積極的な意味を与えた。

　コシュート像建設運動の抗議の先頭に立ったフルデク二丁は、1882年にチェコ系ローマ・

カトリック教会の司祭としてクリーヴランドに赴任した。フルデクは、第2章第1節で述べ

た後に分裂したローマ・カトリック教会信徒糊の教会堂建設に寄与している｛63）。スロヴァキ

ア語新聞の発行、スロヴァキア系相互扶助組織の設立を行ったフルデクは、当初ピッツバー

グを拠点とするロブニアニュクの急進的な組織とは対立していた。しかし、玉900年第一カ

トリック・スロヴァキア人協会の国民基金64｝設立を契機として、ロブニァニュクに接近し、

両者はアメリカ合衆国におけるスロヴァキア系エスニック集団形成とハンガリー王国内のス

ロヴァキア国民形成運動を圏的として連動していった㈹。

　ハンガリーヨ三国からの移民がかつて共有していた居住区から生まれた複数のエスニック集

団は、コシュート像建設運動を巡ってその集団の存立根拠を鮮明にし、対抗し合う集団とし

て立ち現れた。そして、コシュートは各々の結合原理に従って論じられたばかりでなく、「ア

メリカの理念」を巡って「自田の擁護者」あるいは「抑圧者」という全く相反する存在とし

て論じられ、コシュートを介して互いに自らの正統性が主張されたのである。

3．ハンガリー系エスニック集団とクリーヴランド

G）シンボルとしてのコシ：ユート

　コシュート像除幕式の祝典は、1902年9月27日、28日の両目に亙って開催された｛661。パ

レードには総勢8，000人以上が参加し、除幕式典には市長を始め、上院議員、下院議員、州

知慕も列席し、60，000人もの見物客が集まった。クリーヴランドにおいて、コシュート像建

設運動が広範囲な人々の関心を集めて成功したのは、コシュートがハンガリー系移民集岡に

とってだけではなく、甫の政治、文化リーダーにとっても有効なシンボルでありえたためで

ある。ここでは、除幕式の祝典において演出されたハンガリー系諸【罰体の自己表現とコ

シュートに付与された象徴の意昧を祝典の表象と書説から分析し、次節ではコシュート像建

設と祝典の意義を市政の側面から考察したい。

　除幕式のパレードは、呈示する対象を明確に定めたコースが設定された。パレードはパブ

リック広場から出発し、窮役所の前を通り、富裕願の邸宅が立ち並ぶユークリッド・アベ

ニューを東進した〈図2＞。そのパレードにおいても、初日のオープニング・セレモニー会

場においても、ハンガリー国旗は常に星条旗と共に用いられた。軽騎兵の一団は赤と衡の星

条旗色の衣装を身につけていた。このことは、市への忠誠を明示するためという像の設立申
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〈図3＞クリーヴランドにおけるコシュート像の除幕式　1902年9月28日

目　ll聯1．∫ll

齢
，繋

典拠：Kende　G6za，　MαgγαroたA御8rfk4勧η，　II，　Cleveland，1927，　p．222．

請の文面や像建設委員会会長が述べた「像の献納は二つの国の輪が溶け合うような偉大な出

来事〔6η」という開会の辞に呼応して除幕式の舞台が準備されたことを示している。

　除幕式のパレードは、教会、相互扶助組織、文化活動諸団体により演出、構成されてい

た。パレードにおいて観衆の注目を集めたハンガリー大平原プスタの馬飼いと住民の扮装

は、ハンガリー王国からクリーヴランドへ到来した多くの移民の出身地であるハンガリー北

東部の生活習慣とは全く関連性のない「ハンガリー文化」なるものを表象していた〔68）。これ

は第2章第1節で述べたように、ハンガリー王国からの移民がアメリカ合衆国における様々

な文化団体活動を通して獲得したものに他ならなかった。

　そして、この「ハンガリー文化」は山車の少女達の衣装にも表現されていた。ハンガリー

のいかなる地方においても国旗色の衣装は使用されていない。国家としてのハンガリーを象

徴した衣装を纏った幼い少闊達に従われて、中央には自由の女神に扮した女性が位置してい

た。ここに、自由と民主主義の国アメリカの優位と、それらの原理が未だ成熟していないハ

ンガリーから来た幼子の移民という、象徴的な構図が描き出されている。また、少女達が表

象する「ハンガリー文化」はアメリカのシンボルと共存し、さらにその崇拝者であることも

暗示している。そして、ハンガリー系諸団体が除幕式のパレードで表現したこの構図によっ

て、移民後に作り出された「ハンガリー文化」はアメリカの価値に相応しく形作られ、アメ

リカの理念とも重なりうることが明示されていた。

　さらに、コシュート像自体もアメリカの国旗に包まれていた。年老いた1848年ハンガリー

独立革命時の戦士がコシュート像を覆っていた星条旗の幕を下ろした。この儀式は、コ

シュートがハンガリー系エスニック集団のヒーローから星条旗の中から生まれたアメリカの

理念を体現するシンボルへと転換したことを象徴的に示していた。この祝典に参加した王国
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からの移民は、コシュートを通して、アメリカの理念を掲げる「ハンガリー系アメリカ人」

として自らを墨示した。この点については、除幕式の開会の辞として語られた「像をハンガ

リー人としてではなく、ハンガリー系アメリカ人として献納するのである㈹｝。」という像建

設委員会の会長の書葉とまさに呼応していたと遇える。

　コシュートは、訪米時に、専制君主や絶対主義から国々を解放する欧州の自由主義者の代

表として、アメリカ博通国の人々のアイデンティティの源泉である「自由の擁護者」として

のイメージを獲得した。50年後、クリーヴランドにおいてコシュートはアメリカの政治リー

ダー、中産階級の要請に従って語られた。コシュートはアメリカで享受される「慮由」、市

民の義務と法律による鋼限を伴う「陶由」への貢献者である。それ故、コシュートの「進歩

的思想」、「愛離1心」と共に、その像は次世代へと伝える指標になると強調された㈹。世紀転

換期のクリーヴランドにおいて、市の政治リーダーは、多様な価値観を有する移民の合衆圏

市民への統食を共有する利害として有していた。彼らが要していたのは會衆国への「愛国

心」と統合に寄与するシンボルであったため、体制の変革者であるコシュートの一面は危険

な要素として読み替えられていた。

　ハンガリー系移民集団はコシュート像建設運動に加わり、コシュートを通してハンガリー

圏家とその歴史、文化と繋がる栄光ある「ハンガリー人」として臨己確認した。岡時に、ク

リーヴランドの政治リーダーが求めた「雲低」、「愛【義心」、「発展」というコシュートのイ

メージも、彼ら自身がアメリカ含衆国への移民に求めた価f直観と重なり、共有するシンボル

として同意した。

　コシュートは1902年のクリーヴランドの現在が求めたシンボルに他ならなかった。

（2）クり一ヴランド市政と東欧移民

　コシュート像が19世紀末のニューヨーークにおいてではなく、1902年目クリーヴランドに

おいて建設された理由は、都市の政治、社会構造、移民集団の社会的進幽の点から探ること

が可能だろう。ここでは、クリーヴランド市の政治リーダーと東欧移民の関係を探り、コ

シュート像建設運動の展開と市政との関連性を考察したい。

　急速に発展した工業とそれに伴う都市化によって生じた様々な経済的、社会的問題の解決

は、20世紀初頭の合衆国各地において深刻な致治課題であった。クリーヴランドにおいて、

それを解決すべく革新主義の致策と共に市の政界に登場したのは民主党のジョンソンであ

る。1901年に市長に当選すると、汚職、独占事業の打倒に挑み、市街電極の低料金化、税

制改革を実現した。公園や公衆浴場を設置し、貧窺者の救済等社会サービスの向上を図っ

た。さらに、政党ボスとマシーンの撲滅を竃言し、自らはテントで移動する対話集会を開催

し選挙戦を戦った〔7D。

　このような試みにも関わらず、世紀転換期のクリーヴランド政界は政党マシーンとボスが

機能し、民主党と共和党は「移民票」の獲得を巡って争っていた。共和党は主として「ワス

プ」、容射階級を支持基盤にしていたが、帰化した移民票の獲得には、ロシア・「ユダヤ系」

出向のバーンスタインとその後を継承したドイヅ・「ユダヤ系」のマシュケが政党ボスとし

て勢力を伸ばしていた。彼らはジョンソン帯長治下には影響力を低下させたが、ジョンソン

が5度目の再選を目指した玉909年市長選においてドイツ系候補を立て、それまでジョンソ
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ンの強力な支持基盤であったドイツ系市民票を獲得し勝利した。他方、民主党は中産階級、

帰化した移民を主たる支持基盤とし、東欧地域出身では特にチェコ系、ポーランド系、クロ

アチア系竹下から強力な支持を受けていたσ2｝。ハンガリー系市民も多数が民主党支持者であ

り、第1章第2節で述べたクンツが政党ボスとしての機能を果たしていた㈲。

　クリーーヴランド市政への東欧地域幽暗市民の進出は、ハンガリー系が先行していた。1850

年代初頭に移民した1848年華命亡命者の第2世代であるブラックが大学教育を受けた後、

188i年には市議会に当選し、その後民主党市長治下において消防局長を務めた㈲。コシュー

ト像建設運動が行われた1901年から1902年当時、ハンガリー系は市議会に議席を蒋しては

いなかったが、ジョンゾン市長治下に活躍した湾年政治改革集樹のり一ダーがハンガリー系

移民第2世代であった。チェコ系、ポーランド系市民の毒政進出は1910年代以降、スロヴァ

キア系は歪920年代以降となる囎。

　次に、ハンガリー系移民集國と市政、数治リーダーとの関連性をコシュート像建設運動組

織とその展開から考察したい。第2章で指摘したように、像建設運動はその開始当初から市

当局の選挙委員、公共事業局長との関係の中で進行した。上述したようにブラック、クンツ

に代表されるハンガリー系移民集団リーダーと民主党との密接な関係が市中周との連動を斑

能にした。ブラックとクンツは、像建設委員会において各々顧問委員会会長、主会計に選出

されていた。この運動の翌年玉903年の州知事選出馬を巨1指していたジョンソン市長にとっ

て㈲、重要な票田であるスラヴ系諸団体の抗議は看過することのできない問題となった。そ

こで、ハンガリー系移民集団を譲歩させ、その代わりにコシュート像に布の「発展」という

新たな意味づけを行った。

　像建設運動の過程において再編された像建設委員会の構成が示しているように、移民集団

のリーダーは各々異なる機能を果たしていた。運動の実務を担ったのはハンガリー系諸団体

のリーダーである。その一人がi880年代初頭に移民し、移民居住区において商店を営むワ

イザーである。ワイザーは早期に合衆国市民権を獲得した後、政治クラブを結成した。そし

て、移民の英語習得、市民権獲得を促進させ、政党ボスとしてのクンツを支えていた〔77〕。こ

のワイザーに代表される自営業者は、経済活動を移民居住区に依拠し、移民コミュニティに

おける影響力の確保を昌指していた。この移民第1世代を中心とする自営業者に加え、聖職

者、マジャール語新聞編集者が移民集団の文化リーダーとして、市の政治リーダーと繋がる

ハンガリー系名士層、中産階級と協岡し、ある目寺は対抗しつつ、エスニヅク集団内部の活動

において具体的な方向付けを行っていた。

　コシュート像建設運動が行われた玉900年代初頭、ハンガリー系のみならず、ポーランド

系、チェコ系、スロヴァキア系市民㈹も民主党市長ジョンソン支持者であった。しかし、各

スラヴ系移民集団に先駆け、その抗議にもかかわらず、ハンガリー系移民集団の祝典が市を

挙げて開催された。それを薄能にしたのは、前節で考察したシンボルとしてのコシュートの

袴効性以外にも、他の東欧移民集団に先行したハンガリー系市民の市政への進出、政党ボス

の存在、移民集団内部において異なる機能を果たし、協岡する第1世代と第2世代のリー

ダーの存在であった。これらがニューヨークではなく、20世紀初頭のクリーヴランドにお

いてコシュート像建設運動が成功した理由でもある。
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結　論

　クリーヴランドにおけるコシュート像建設運動は、ハンガリー本匡i、クリーヴランド市

政、スラヴ系諸隅体、移民集団内部の諸階層とそのリーダーといった様々な関係性の中にお

いて進行した。

　運動の正統姓の源泉は故圏に求められ、娼身地、家教、階層が異なる人々を対抗関係を越

えて結集する核とした。この運動の源泉となったコシュートは「原初的愛着」としてハンガ

リー系諸団体の成員や集団移民によって解釈されたが、客観約には本源II勺なものではなかっ

た。むしろ、移民後の教会、相互扶助組織、文化國体活動を通して創幽された「ハンガリー

文化」と相似を成すものであった。祝典において示されたように、この「ハンガリー文化」

はコシュートと問様、ホスト鐵の規範に相応しく形作られていた。

　ハンガリー系名士層、中産階級層、諸団体のリーダーは、教会、相互扶助組織、文化活動

諸団体を通して組織化されつつあるハンガリー王国からの移民を一つのエスニック集団とし

て結集し、呈示する機会をこ：の運動に見い出した。既に市の政治リーダーの一部であった移

民第2世代と移民集団内の第1世代の政党ボスの存在は、市政を担う民主党政治り一ダーと

連動して運動を展開する可能性を開いた。彼らが祝典において「良きアメリカ市民」として

のハンガリー系移民集団を墨示することは、臼集麟内の成員だけでなく、他の移民集【弼のア

メリカ化をも促進し、自らの政治的、社会灼基盤を増強するものであった。

　ハンガリー系移民諸団体の成貴はこの運動に参加し、コシュートを通してハンガリー里家

と繋がる「ハンガリー人」として自己確認し、岡時に「アメリカの理念」を掲げるハンガ

リー系アメリカ人としてのアイデンティティを表現した。「良きアメリカ市民」としての勲

己表象は彼らが移民に求めた社会的上昇のためには不驚欠なものであり、ハンガリー系エス

ニック集繍への参加は彼らにとっても利害に関わることであった。

　移民がホスト国社会の成員となる野路であるエスニック集団は、他の集団との相互関係の

中に存蕉していた。ハンガリー系エスニック集団は、コシュート像建設運動を巡る状況にお

いて、その集団の境界を規定した。スラヴ系諸団体は、この運動と「ハンガリー国家性」の

専有に対して抗議の声を上げたが、それは彼ら自身のエスニック集団の存在とその正統性を

主狼し、集団内部の結集を図る建網会でもあった。境界の規定により生じた対抗関係におい

て、両集団はホスト社会における自らの位蹟づけを行ったのである。アメリカ社会における

エスニック集団としての存在承認のために取り出されたコシュートは、他の集団との差引化

を導くことになり、それがハンガリー王国からの移民のホスト国における分岐を起因させた

のである。

一注一

11871年から1913年までのハンガリーからアメリカ倉衆国への移民は、出航港における統計に

　よると3，643371人、合衆国の入困管理局によると3，278，750人とされている。しかし、この中に

　は数度に渡り移民を繰り返した蓄も延べ数として加算されている。ベレンドによると、19世
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山本明代

　　紀末から19王5年頃までの国外純流出は130万から140万人と見られている。この時期には大多

　　数がアメリカ合衆蟹へ向かったことを考懸すると、ハンガリーから合衆國への移民者数は100

　　万から130万人程度と見積もられる。Ferenczi，王＆Willcox，　Wl　R，1η’εη7疏。朋1雌g嬬loη5，1，　New

　　Y）rk，1929；A襯gγαr　5zεη鼠oroηαor5z4g卿α献1γ伽40r16∫磁5γ155αγ4η40r1伽1899－1913，　Magyar

　　Kiraly　K6zponti　Statlsztikai　Hivatal，　Budapest，1918（Magyar　Statisztikai　Iくdzlem6nyek　Ul　Sorozat

　　67．）；LTベレンド改G．ラーンキ、南塚儒吾監訳陳欧経済史』中央大学｛：｛：1版部、1987年。

2　例えば、Heged凸s　Lor6nt，　A解ogγαroたゼγ4η40rZ4∫αA御θr最6伽η，　Budapest，1899．

3本稿では、エスニック集國を客観的指標と共にその集同への帰属意識を共有する集団と規定

　　する。

4　ハンガリーにおける移民研究の第一人者であるプシュカーシュは、移民集団は旧来の結合関

　　係を単に継承したのではなく、「共通の言語、祖園、運命」によって再編成された集団である

　　と捉えている。プシュカーシュがハンガリー系移民集団の成員として前提にしているのはマ

　　ジャール語を繹語とする「マジャール人」である。また「共通の運命」を指摘することによっ

　　て、階層分化してい』る移民がエスニック集団として編成されていく過程を看過している。

　　Pusk話s　Iu鼓anna，　Kル6η40r16η刎9γσro丸αz卿θ5廊1∫AZZα〃！oたわσπ1880－1940，　Bu（iapest，1982，　P・202・

5　Sollors，　W6mer（ed．），丁目∫ηγε漉foη（ゾE言肋∫σ置オァ，　New　Ybrk　8ζOxfbrd，1989．

6　　Pusk巨s，　op，‘瓦，　pp．241－242．

7　Fe16s　Zolt巨n，Ao毎ωg6∫η短gγαroたた4’ηεηzzε46たθ1890－1940，　Budapest，1993，　p．221．

8Bodnar，1・hn，　Rε脚た加g加εr∫cα，　P励‘Mε班・桝C・御膨御・rα伽，媚Pα蜘’∫5用f励ε厩肛∫一

　　θ訪Cε班班γ，Princeton，1992，　p．42．（ジョン・ボドナー、野村達朗／藤本博／木村英憲／和田

　　光弘／久田由佳子訳『鎮魂と祝祭のアメリカ』欝木講店、1997年）

9　本稿ではハンガリー入名は姓、名の順、アメリカ人名は名、姓の順に表記する。

10　　Hanak　P6ter（f～～szerk），Mα9γロror5z49オδπ6ηθ’ε1890－1918，1，　Budapest，1988，　P．96．

Il　Bluestone，　Daniel　M．（eds．），CZεγθ1αηゴ，　Aη1ηγθη’o弓！（ザHf5孟or歪じEη9酌εεr加9αη4∫πゴμ5孟rぬ1　S鉱85，

　　鴨shington，　D．　Cり1978，pp．3－7．

12　1870年の統計によると、クリーヴランドの労働力の42％が熟練職に雇用されていた。Wε呈ner，

　　Ronald　R．＆Beal，　Caro至A．，‘‘The　Sixth　City：Cleveland　in　Three　Stage　ofUrbanizationl℃ampbe11，

　Thomas　R＆Miggins，　Edward　M．（eds．），η？εBfrぬザMo4θプηαεγθZ朋41865－1930，　Cleveland，

　　1988，pp，28－32．

13　Bluestone，　oP・‘瓦，P・19’

14　　V晩iner，　OP．　c瓦，P．34．

出身国・地域別クリーヴランドの主要移民（住民）人口

19ユ0年 1900年

翻圏・地1或 舶 夕園馳域肱まれ 外風地域）生まれ

オーストリア 77，388 42，059 ｝8，981

ドイツ 120，008 41，406 44，222

ハンガリー 45，799 31503 9558

アイルランド 36，087 1玉β16 13，119

イタリア 16，989 10，836 3，065

ロシア 39，321 25，477 7，726

ボヘミア諸語 一 一
13，599

旧ポーランド ㎜ 『
8，592
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アメリカ舎衆国におけるハンガリー系エスニック集隣の形成

　　繊典1ボヘミア諸州、i日ポーランドの項輿は、勲ssel，　David　D．＆Granbows1（i，　IohR　I，（eds，），丁舵

　　Eη（γ‘Z（Ψθ41αずCZθγelαη4　Hf5’orア，　Bloo田ingto1箋8d職d1aaapolis，1984，　p541．より抜粋。その他の項目

　　はUS．　Department　of　Commerce，　Bureau　ofthe　Ce難sus，丁乃∫πθεη酌Ceη躍5（ゾ‘17εU癬845鰯θ5，1910，

　　S鰯f頭σ5（ゾPopμ1露。η，　Popula毛ion　Ohio，　p．398．より抜粋。

　　　アメリカ門戸国の潮煙統計が移民の出身国・地域別にとられているため、スロヴァキアの項目

　　はない。1910年クリーヴランドの総人目は560，663人。

　　　クリーヴランド衛のマジャール川住民人欝は1900年14，839人、全人口の3．89％。Magyar　Orsz亀os

　　Lev61tar　Film愉，艮29611141／OL　K261904－X　IX－1066－Az　amerikai　magyarok　statisztikまla，　p．96．

　　　クリーヴランド教会連食1918年外岡生まれ住民調査によると、ポーランド系49，000人、チェコ

　　系46，296人、マジャール系3L628人、イタリア系23，000人、スロヴェニア系19，000人、スロヴァキ

　　ア系18，977人、クロアチア系6，00G人。Mlggins，　Edward　M＆Morgenthaler，　Mary，“The　E癒職ic　MGsa圭。：

　　The　Settlement　of　Cleveland　by　the　New　Immigrants　aエユd　Migrantsl’Campbe11，0p．‘fム，p．106．

　　　19⑪0年クリーヴランド入口の28．8％109，760人は爾親ともアメリカ生まれのアメリカ生まれ白人。

　　US．Department　ofCommerce，　Bureau　ofthe　Census，伽8ヶ｝11　Cθη5μ5（ゾ酌8σηゴ’ε45置鷹θ5，1900，ε飯孟ゴ5一

　　垣‘5qfPopμZ6z距。’ちVbL王，p．596．

15　　Tassel，　o∫λ（ゴム，PP．447－448．

16　19世紀ハンガリー国内ではユダヤ教徒のマジャール化が進行した。文献において「ユダヤ人」

　　として登場している人々がユダヤ教徒であったのか、あるいは「ユダヤ人」としての自己認

　　識を有していたのかは明らかでない、、本稿では、文献の中で「ユダヤ人」として記されてい

　　る人々を「ユダヤ系」と表記する。

17　Cook，　Hu至dah　R，　T「んεMo9アμプ5（1プCZ8γ8～ση4，　Clevelalld，1919，　P．9．

玉8　Bodnar，　Iohn，丁舵蹄朋5pZ卿’ε4，　A　Hf5‘orγ（ゾ1η〃η馨解η亡5加σプわ卿Aη7εr∫cα，　Bloomington，1985，

　　P・30・

19　Ledl）etter，　Eleador　E．，困民εαθch5（ゾC1θγ616zη4，　C至eve玉and，　i　919，　P．8。

2Gボヘミア諸州からの移艮の屠佐地については、砺4，ジp．8－1LMiggins，　op．　cit．，ジ．107．ポーランド

　　系移民の溜住地については、CoulteろCharles　W：，丁舵Po1ε5（ゾC1εγε1伽d，　ClevelandJ919，　pp．9一王0．

21クリーヴランドへの移民はこの蒋期、移民を多数難出した地域とほぼ重なり、アバウイート

　　ルナ、シャーロシュ、セペシュ、ゼムプレーン、ウング、リプトー、アールヴァ、トレンチェー

　　ン、ベレグ眼出身者が多数を占めていたく図1＞。Papp，　Susan，H瑚go磁ηAη7εr加η5醐6伽fr

　　Coηエ用μη鉱歪ε5（ゾCZεγ（ヲ的η4，　Clevelan（玉，1981，p．157．

22　元来は菓方正教会に属していたが、典礼形式を維持しつつローマ・カトリック教皇の首位権

　　を認め、服属した。16世紀末にルテニア、ウクライナ正教会が服属している。ギリシア・カ

　　トリックとも呼ばれる。

23　Me至ges，　Susi＆Stolarik，　Mark＆Tアbor，　Martina，　Sloγ盈Aηエεrlσση5卿4‘17θfr　Co襯η瑚琵fθ5（ゾαεγε一

　　1βπ4，C玉evela鷺d，1979，　p．109．

24　　PaPP，01λ（＝鉱，P．157．

25　Ko嫉ny　Tiham6r（szerk），舷α脚εr惚諭β9γαr549η7滋1加，ブε！επε45ノδγの島3朋わσ4549〔106γε5ノ始IZεμ綱f

　　5z6η1．♪，　C圭eveland，1901，p。47．

26　Liebovitz，　H．AりA‘1εγθ1朋4∫御αgγαroた孟δrだη撹θ，αeveland，［王9王7！，p．34；Ledbet宅er，　op．　cfちp．11．

27　S益ri　G61王mre，　Az　g御εr楡l　Dθうrεσθη，笑bronto，1966，　pp．30－33．

28　Megles，　oF　o鉱，p．110．

29　　Kla圭dQr　K：ξqr臓査n（szerk．），M提9）・αr－A～ηεrfkα捻てε5わαπ65左4ρ白εη，St．　Louis，1937，　P．19・

30　Eiben，　Christopher｝．，7b擁加Aη3εr∫たσ，丁勉ε∫’o弓・〔ゾTんε040r1（諺’74孟2，　Cleve玉al｝d，　n・（圭りPP・玉1－34・
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31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

荏2

嘆3

44

45

46

47

48

49

薗サイドに居住拠点があったチェコ系移民は、集闘移民の増加に伴いイー．スト・サイドのブ

ロードウェイ地IXが最大の居住区となるが、ハンガリー系に比してウエスト・サイドのコミュ

ニティが維持された。Ledbetter，　op．6鼠，pp。8－27．ポーランド系移民居握…三区はエリー湖東岸に

もあったが、コミュニティの中心はブローードウェイ地区となる。Coulter，　op、　c広pp．9－29．

K：a1（ior，　op．‘∫ム，P19・

Liebovitz，　H，　A．，　op．　c瓦，p．45，

／わf4．，P．20。

Miggir匿s，　oP．（＝∫ム，PP．　l　l6－l17・

∫ellnek，　Y6shayahu，“Se1罫identi倉cation　of　First　GeneratioR　Hungaria酎e㌃vish玉mmigrants；’んηεrf一

σαη∫εw納H15ω沈α1　Q醐r孟ε吻，　New　Ybrk，1972，Vbl．61，pp．219－22L

現蕉スロヴァキア北東部山岳国境土世帯に暦住するトラン．スカルパチア・ウクライナ人。宗教

は東方帰一教会、母語はルテニア語（ウクライナ語）。

Koh盃ny～01λc瓦，P，40．

St．　Elizabeth　C｝lurch　Archive，5ムEZfzαわθ酌苫（M6zgγβr♪C海μκぬ，　C1θγε1ρη4，0．，1892－1898，　Clevelalx玉．

旦．d．

K：alassy　S盃ndor，ノレAη1εr鼠厩R欲）rη痂’μ50たTδπ4ηαθ1890－1904，　Pittsburgh，　n．　dりpp．12－20．

筆）th　S盃ndor，1μわ∫」α‘η万Eη1Z〔疵たδ17γγε，　Pittsburgh，1940，　P．54．

Kaldor，　op．　c猷，p．23．

Ken（ie　Gεza，　Mαg）ノα1’oたAη昭r鼠4廊11，　H，　Cleveland，1927，pp．97402．

rヤング・アメリカ」については、Curi，　Merle　E．，“Ybullg　Americal’丁舵ん解プ1‘θ1！超5’07嬬l

Rεγ1εw，Vbl。32，　New　Ybrk，1926；清水知久「アメリカ建国神話一独立ハンガリーへの対応」

小谷涯之三編「権威と権力』岩波書店，ユ990年。特に、コシュートと「ヤング・アメリカ」に

ついては、Spencer，　Donald　S．，Loμ15　Kb55μ酌αηゴ｝わμηg　A御εrlcα＝AS頗4γ（ザ5εαfoηα1f5醒A1耐

ForεなηPol∫（ア1848－1852，　Columbia，1977．

コシュートの訪米については、Rhodes，肇ames恥rd，研5τorア可’舵防漉ε4　S如亡θ5戸01η‘舵Co’η一

pro癬5θ（ゾ1850，　Vbl．1，1850－1854，　New　Ybrk，1896，　pp．231－234；Sz6plaki，∫oseph（com．＆e（玉．），

LOL’f51（b55雄1ゲTたεN砿foη’5　Gμε5’”ABfわ1∫09プσP妙。η所∫：τ｝ψfπぬεひη舵45亡厩ε5　Dεcεηヱわεr　4。

1851－1μケ141852，LigonieろPa．，1976；Clenlentis－Zahon｝～Raphael　B．，‘‘丁紅e　Influence　ofLouis　Kossuth’s

1851Visit　to　the　U　S．　on　the　Formation　of　Alperican　Foreigin　PolicゾSandor，　Ilona　8ζVasko，

Il・na，　Cleγぬ雇3雄εσ融εr5め・五ε‘雛ε5εrf∫∫17　HL〃79副朋H∫5オ01％L舵擁膨，　Ar孟5卿45c∫εηじε5，

Cleveland，1985；Szaba（1，　Gy6rgゾ‘Kossuth　on　the　Politlcal　System　ofthe　United　States　of　America；’

S加ゴぬH／5ω1ゴ‘β，106．，Budapest，1975．

以下の文献では、ハンガリー系住民に関する記述はない。ハンガリー三E瀬から最初の移民が

クリーヴランドに至彗着するのは1．852年のことであり、コシュートのクリーヴランド訪問後の

ことである。Le紐er，　Andor　M．，“Kossuth　Comes　to　Clevela且d3　r舵01痴5飯オ8∫A1τ1zεo～og加1醐ぼ

Hf5for∫cαZ　Q瑚π8rヶ，　VbL　56，No．3，　Columbus，1．947；Kende，　oρ，‘∫ちpp．98－99；Tん81）rogr卿1げ疏ε

CZθγε1αη4　Kb∫5z4酌Cεηオα孤アァMακ1エ1611952，　Clevdand，1952．

Clementis－Zaholly，　op．　c銘りpp．154463；Sza1）ad，　op．‘銘りp．11．

南北戦争には、ハンガリーの1848年革命の亡命者約4，000人中、800人が連邦軍側に立って戦っ

ている。Sz6plakiJozeph，丁乃8　H耀g躍諭25加五溺6ガ‘β1583－1974’孟C加。η010gγ＆勘‘’Booた，　New

Ybrk，1975，　p．13，

コシ．ユート像建設運動については、「．．．．ド記の二つの回想録とマジャール語新聞、クリーヴラン
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アメリカ含衆縦におけるハンガリー系エスニック集団の形成

　　ドの英字紙によって再構成した。【！量i想録は、一L記のKe玉｝deと、Csutoros至st頑n，‘IA　CIevela面

　　Kossuth．Szobor　Tbrvez益sek　6s　Megva16su16sanak　R6vid　T6rt6netel’United　Hungarian　Societies

　　of　Clevelan（1，50’11　Aηηゴγεr5α弓ノ（ザ『ノォ5019β’1∫zθが。ηβη4　Dε4α76”oη（ゾ1くと）55μf海Mθ’ηorf【z～1902，　S〔￥）一

　　鋤7わεプ27－28，1952，Cleveland，1952．マジャール語新聞は、　Szabads舘、英字新聞は、　CZεγε’αη4

　　P1鋤．I　D副cr，　Clevelal｝d．

501848年3月15目はハンガリーのペシュトにおいて、ペテーフィとその伸聞により12項目の

　　要求書と「国民の｛歌（Nemzeti　da1）」が読み上げられ、ハンガリーにおいて1848年革命が開

　　始された日。1849年10月6Hは、革命政府の蔚相だったバッチャー二・ラヨシュと独立戦争・

　　を指導した将軍13名が処刑された1『。

51　Kende，　o∫λ6紘，P212．　Csutoros，01λ‘∫ぬ，P．5，

52　　Szμわ。ゴζfg，ヌu鷺．5，，王902．

53　　至（ende，01λ｛＝fム，P，214．

54　　1bf4りpp．214－215，

55The　W6stern　Reserve｝至istorical　Society，　Cleveland，　Micro§lm　Collection，　Mss　3651［以…ドWR擁S

　　と略］，實om　Chars．　P，　Salen，　Director　of　Public　Wor1（s　granting　permissio王ユto　the　Hungarian

　　Soc圭e七ies　ofCleveland　to　erect　a　statue　ofLouis　Kossuth，　May　22，19G2．（玉n　Tbm　Lヌohnson　Papers，

　　1901－1908，Con．1．FoL　10．）

56　トム・L・ジョンソン（1854－igiDケンタッキー粥ブルー・スプリング生まれ。南北戦争の聞

　　に一家が零落したため、働きながら独学し、遡了街電1顛の運賃箱等グ）発明により資趨を築いた。

　　1879年、クリーヴランドに移住し、市街電車と鋼鉄会社の経営に着手した。1890年に下院議

　　員に当選し2期務める。1901年から1909年までクリーヴランド市長。AHf5ωrγげC1εγε10174

　　βηぬ亡5翫γ∫ro115，丁舵H印r亡げNθw　Coη，1εoがα‘亡，　Vbl　H，　Biography，　Chicago　8くNew　Ybrk，1918，

　　pp．480－481．

57　　C～εγθ1αη41）∫βfηDεβ1θr，Iul．26，1902．

58　　1う∫話，｝ul．26，1902．

59WRHS，1（ossuth，　Louis　Monumellts　etc．（Inぼbm　L｝ohnson　Papers，1901一王908，　Con．LFoL　10。）

60　αθγθ伽η41）如加Dεσ1θr，Aug．1，1902．

61

62

63

64

65　Glettler，　Monika，　P旋曲醐g－W勧1－B雇βp85’，　Wdn，1980，　pp．75－76，159．ロヴニアニュクは、コ

　　シュート像建設運動と岡時期にニューヨークで聡催されたハンガリー本繍からハンガリー系

　　移民にハンガリー1測旗を授与する祝典に対して激しい抗議活動を行っていた。コシュート像

　　に関しても除幕式2｝ヨ前に英字紙に投稿し、抗議を表明した。乃泓，p．193．

66　コシュート像の除幕式の祝典については、CsutorosとKendeの園想録、　C1εyθ1瑚4　P厩ηDεβ1εr

　　による。Csutoros，01）．　c鼠，pp．11－12；Kende，　pp．221－226；ClεγεZoη4　PZα加DεθZεr，　Sep．28，29，

　　1902．

67　　C1εγε1ση4　P16z加Dε016r，　Sep．29，1902。

68　ハンガリーの大平原プスタ地方は、1899年から1913年の統計において、ハンガリー圏内で最

Proceεゴfπg5（ザ‘々8　C∫‘γCoμη‘11，　C∫‘γ（ゾC1εγε～α114エ902－1903，　Cleveland，　n．　d．，p．22L

コシュート像建設に抗議したスロヴァキア系移民集団は1924年にシュチェファーニクの像を、

ポーランド系移民集団はigO5年にコシチューシュコの像をコシュート像が設覆されたウェーー

ド・パークに建設した。黙ssel，　op．　olち2，689．

Tassel，　op．（ゴ武，p．858．

スロヴァキア系青年のプラハ留学、嗣民博物館設立等を目的としていた。
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　　もアメリカ合衆国への移民が少なかった地域であり、クリーヴランドへのハンガリー移民は、

　　圧倒的にハンガリー北東部娼身者によって占められていたく図玉〉。Puskas，　op．‘瓦，pp．98－99．

69　αε㍑Zα祓P妬ηDεα18r，　Sep　29，1902，

70　　CZεγ♂6zη4　PZ罐ηDεβ置εr，　Sep．28，29，1902；Kende，　o∫）．‘fム，p．225．

71ジョンソンの支持基盤は中産階級、移民が大半を占めるイースト・サイド東部の住民。

　　McCarthy，　Michae1，‘“Suburban　Powef：AFootnote　on　Cleveland　in　the　Tbm　lohnson　Yヒarsl’

　　Nbr伽θ5‘0肋Q槻r’εrヶ，　Winter，1972－1973，　Vbl　XI忍No．1，pp．23－24．

72　チェコ系市罠は社会説義的傾向を伴っていた。ポーランド系市民は、1890年代末から1900年

　　代始めまで民主党支持者であったが、1909年のジョンソンが敗北した市長選においては、共

　　和党候補の支持に回った。Fordyce，　Wdlington　G，“Nationality　Groups　in　Cleveland　Politics’1

　　7「舵0配oS亡α亡θみκ肱εoZogl‘α短η4Hf5‘orf‘αZ　Q薦π8rヶ，　Vb1。　XLVI，No．2，1937，　pp．112－l14．

73　恥rdyce，　op．ε∫ちpp．llO－l12，1908館にクリーヴランド市の選挙委貴会に登録された有権者数

　　92，616名の約3分の1は帰化した市民。その内、ドイツ系11，ユ01名、チェコ系2，488名、ハン

　　ガリー系1，906名、ポーランド系418名。ハンガリー系移民に関しては、第1次大戦勃発前後

　　からアメリカ化の影響により帰化が増加し、1930年代にはハンガリー系住民の過半数に及ん

　　だ。Orth，　Samuel私みH｛5勘γ（ゾCZεγθ1伽4，0hio，　VbL　1，Chicago℃leveland，1910，　p．120．

74　　Pap，　oP．　o瓦，P茎）．155－156．

75　1925年クリーヴランド市議会議員（定数25名）1圭1自別内訳は、「アメリカ生まれ」10、アイ

　　ルランド系3、ドイツ系3、「ユダヤ系」2、ユーゴスラヴィア系2、アフリカン・アメリ

　　カン1、ウェールズ系1、チェコ系1、ハンガリー系i、ポーランド系i。Fordyce，　op，　c瓦，

　　PP．117－118．

　　　ボヘミア三州からは初期に移民が到来し、著名な事業家も輩出していたが、致界への進出、

　　移民集団としての結集がハンガリー系に比して縫進されなかった。それは、初期の移民が主

　　としてドイヅ系、「ユダヤ系」であった点、自由思想家が多数を占め、教会組織が移民集団形

　　成の基盤と成らなかった点による。移民集団の中心となったのはソコル（体育翻）である。

　　勲sse1，01λ‘∫ム，pp．326－327．

76　この選挙でジョンソンは共野党候補ヘリックに敗れるが、陶年の市長選には共野党候補の商

　　工会議所会頭ハーヴィーを敗り、再選を果たす。Orth，　op．‘fちp．289；McCarthy；oρ．　c鉱，p，24，

77　　Liebovitz｝oP．‘∫ム，PP．20－21．

78　1907年、クリーヴランドにおいてアメリカ禽衆国のスロヴァキア系諸団体の大会が開催され、

　　ジョンソン市長はその大会会長を務めた。PolanyHmre，雛kivandorlas　kerd6s6hez．　Az　6szaki

　　rnegy6玉（｛多s　a　szlovak　anyarlyelv芭ek　l（iv首ndor1益sa（1870－1914）；’k綴6nlenyomat　a　5z（箸04f距η4rた4ρzδ

　　Fδf5た。周匝レ40η14πγ05たδzZθηz6ηγε乃δZ，　Szeged，1964，　p．260。
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The Formation ofthe Hungarian Ethnicity in the United States:

The Movement to Erect the Statue of Kossuth Lajos in ClevelaRd

Akiyo YAMsuOTO

    Migration studies have remarked that the formation of ethnic identities ofimmigrants

in their areas ofsettlerneR£ caimot be a simple reproduction oftheir foriner, pre-migration

identities, but rather a dynamic process of acculturation in wkich such factors as their mother

countrM host countrM native region, and settled }ocale each play definite roles. This essay tries

to illuminate this process, focusing on the discourse and symbols in a movement of"Hungar--

ians" in Cleveland at the turn ofthe century who were asking to erect a statue of Kossuth

Lajos.

    Cleve}and, in the State of Ohio, was one ofthe Ainerican cities which attracted immi-

gran£s from HungarM in particular from its north-eastern region. The 1848 Revolutioii re-

sulted in the influx ofa significant number of political refugees from Hungary. This was

followed by "petit-bourgeois" emigration for economic reasons (ofthose who became crafts-

men, storekeepers, and skilled laborers in the United States), and in the 1880s a tidal wave of

immigrants from Hungary provided Cleveland with abundaRt labor power for its rapid in-

dustrialization.

    Immigrants from Hungary settled in different districts of Cleveland according to the

periodoftheirimmigration,theirfaith,language,andsocialstatusinthemother}and.LargelB

theearlypetit-bourgeoisimmigrantssettledontheWestsideoftheCuyahogaRiver,whereas

the later rnassive settlement ofimmigrants sprawled within the East side, from the central Hay

Market district to the vigorously industrializing Buckeye Road district. The "source" region

of Hungarian immigrants spread too, from AbaUj-'forna prefecture, which was stimulated by

the early emigration from Bohemia and Galicia, to other territories ofthe Kingdom ofHun-

gary Divided both geographically by the Cuyahoga and socially by their varying former social

statuses in the motherland, the two groups of Hungarians hard}y contacted each other until

the issue ofthe Kossuth statue was raised.

    In the early period immigrants from Hungary relied on "information channels" they

had brought from their motherland, i.e., on their relatives and other people from the same

village. After the massive immigration began,the newcomers organized themselves into soci-

eties for mutual aid and culturai aRd confessional organizatiofls, whiclt were distinct from the

previous networks based on kiB and parochial re}atioBs, It was tkrough these new organiza-

tions that numerous irnmigrant groups from Hungary were integrated into a nascent siBgle

ethnic group which professed itse}f"Hungarian." These cultural organizations invented a

"HungariaB culture," which begaR to replace the authentic folk cultures transplanted flrom

various regions of Hungary.

    A previous movement £o erect the Kossuth statue in New "fork had ended in failure. }n

contrast, the movement in Cleveland for the same cause gained mass support not on}y from

Hungarian immigrant organizations in the citM but also from the Hungarian popu}ation in

the United States as a whole, and developed uRder close cooperation with admirers of Kossuth

in Hungary It should not be ignored that the political establishment of Cleveland cooperated
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with the movement too. The movement was launched to cominemorate two events surround-

ing Kossuth: the fiftieth anniversary of his visit to the United States aRd the one-hundredth

anniversary of his birth. Actually, Kossuth visited the UBited States in l85l-52 ifl search of

financial and moral support fbr the independence of Hungary He was welcorned as a "cham-

pion of freedom" by the Arnerican public, in particular by the "Ybung America" faction in the

Democratic Party

     In JulM l901 the erection ofthe Kossuth statue was proposed by the Honv6d (National

Guardsrnen) Veteran Club. This club had been established in the l890s by the participants in

the 1848 Hungarian Revolution. Aiming at erectiRg the statue, various HungariaR imrnigrant

organizations were integrated for the first time into tke United Kungarian Societies which,

before long, were transfbrmed into the Kossuth Statue Committee. This committee consisted

ofa major commission, an advisory commission, and an executive commission through which

the Hungarian middle class, notables, and religious and cultural leaders were mobilized re-

spectively Thus the nascent"Hungarian"identity found its orgaRizational expyession.

     A major HungariaR newspaper campaigned for "widow's mite" and thus popularized

the movement beyond the scope of the existing immigrant organizations. MoreoveB the move-

ment aimed at bringing the immigrants closer to their motherland. The statue was sculpted as

a replica ofa statue in Nagyszalonta in Hungary (now Salonta in Romania). The Statue Com-

mittee sent a circu}ar to all the prefectural authorities iR HungarM asking thein to send a hand-

fu1 ofsoil from the battlefieids during the 1848 Revolution and other historical places. "Sacred

soil"andmythicnationalmemorieslegitimizedtheernerging"Hungarian"identitybyaccen-

tuatiRgtheclosenessofthetwonationsoffreedomfighters-}-iEungariansandimericans.

     It was precisely at this point that Slovakian and Czech priests of the Catholic Church

and other leaders of Slavic immigrants in Cleveland protested against erecting the Kossuth

statue. In their opinion, Kossuth was not a freedom fighter at all, but rather a "Magyar" aris-

tocrat and dictator who betrayed his own Slavic origin and mercilessly executed many Slavic

people who had requested the sarne status as the Magyars enjoyed in tke Habsburg Empire.

Consideringthisprotest,Mayor'IbxflL.JohnsonproposedtoerectthestatuenotinthePublic

Square (the center of the ci£y) as had beeR planned, but iR the eastern part of the city which

was, as mentioned above, a developing industrial area at tha£ time and Rot far frorn the settie-

rnent of }"Iungarian newcomers (i.e., the Buckeye Road district). The city counci} approved

this proposal. Thus the Kossuth issue polarized the two groups from Hungary - Hungarians

and Slavs - wko had settled in the same districts of the city It is noteworthy that both groups

used "AmericaB values" as their legitimizing cause.

     Tlte Kossuth statue was unvei}ed in September 28th, l902. More than eight thousand

people participated in the parade from the Public Square to Wbde Park wltere the statue was £o

be erected. The parade exhibited "Hungarian-style" dress and decorations which had never

actually existed in HuRgary. In the parade, the Kossu£h statue was covered by the Stars and

Stripes,anditwasunveilediRWadeParkbyoldex-soldiersofthe1848HuflgarianRevolution.

This symbolized that Kossuth was not a mere freedom fighter and Hungarian patriot, but aR

incarnation ofAmerican values. This metamorphosis was much needed by the city's political

leaders - both Hungarian and non-Hungarian - forthe politicai education ofimmigrants

from Eastern Europe. Thus Kossuth and glorious memories ofHungarian history were rein-
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terpreted so that the irnmigran{ Hungarians could become Hungarian Aniericans or "good

Americans" and climb up the social ladder in America.

     wnat did this movement for the Kossuth statue signify for party politics in the city ? At

the tum of the century in Cleve}and the inajority of the immigrants from Eastern Europe

votedfortheDemocrats.Becauseofthissupportthereformis£,Johnson,couldbeelectedas
mayor in }901. The Republicans, while their traditiona} supporters were Anglo-Saxon

protestants, tried to stretch their infiuence to the immigrants. The Russian-Jewish Bernstein

andhissuccessor,theGerman-JewishMaschkeweretheRepublicanbossesinchargeofthis

strategy Hungarian iinmigrants were the harbingers in this ethno-machine politics,whereas

Czech and Polish immigrants were integrated in the city politics oRly in the 1910s, and

Slovakians- no earlier than the 1920s. Theodore Kundtz, who had immigrated from AbaUj-

[forna prefecture in the early I870s and become a factory owner in the West side, was one of

the bosses that bolstered Johnson's city hall.

     Although theye was no Hungarian representative in the City Council then, the move-

ment for the Kossuth statue was closely connected with the city leaders frorn the beginning.

This was enabled by the bosses ofthe Hungarian machlne, such as Kuindtz, Black, and Weize:

Moreover, the movement for the Kossuth statue resulted in the cooperation ofthe first and

secoRd generations ofimmigrant bosses. Ifthe first generation had been tempered by their

biographies per se, the second was more adept in mass inobilization due to their commitment

toreligiousandculturalactivities.Thiscooperationofthegenerationswasasouyceofstrength

of the Cleveland Hungarians which distinguished them not only from other imrnigrant groups

from Eastern Europe in the citM but also frorn HungariaRs in New "Ybrk who failed in erecting

the Kossuth statue.

     As this essay illustrates, the Hungarian identity in the United States was formed through

multi-dimeRsional social relations: between immigran£s and their mother country; between

various social groups ofimmigrants; between authentic cultures and American values; be-

tween Hungarians and other Slavs; be£ween the urbaR political establishment and the immi-

grantsasvoters;andbetweengenerationsofimmigrant}eaders.
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